
入 札 公 告 

 

令和７年６月２７日 

次のとおり一般競争入札に付します。 

国立研究開発法人 

国立がん研究センター東病院 

                        院長  土 井  俊 彦 

１． 競争入札に付する事項 

（１）件  名  国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 

陽子線治療棟  冷却水ポンプ修理 

（２）仕  様  入札説明書及び仕様書による 

  （３）履行期間  契約締結日以降～令和８年１月３１日 

  （４）履行場所  国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 

  （５）入札方法  ① 入札者は、本業務に係る業務経費ほか、納入等に要する一

切の諸経費を含め契約金額を見積もるものとする。 

② 入札者は消費税等にかかる課税業者であるか免税事業者

であるかを問わず、見積もった契約金額の１１０分の１０

０に相当する金額を記載した入札書を提出しなければな

らない。 

 

２． 競争参加資格 

（１） 国立研究開発法人国立がん研究センター契約事務取扱細則第６条及び７条

に規定される次の事項に該当する者は、競争に参加する資格を有しない。 

① 当該契約を締結する資格を有しない者（未成年、被補佐人又は被補助人

であっても、契約締結のために必要な同意を得ている者を除く）及び破

産者で復権を得ていない者。 

② 以下のいずれかに該当し、かつその事実があった後２年を経過していな

い者。（これを代理人、支配人その他の使用人として使用する者について

もまた同じ） 

（ア） 契約の履行に当たり故意に設計の品質若しくは数量に関し

て不正の行為をした者。 

（イ） 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しく

は不正の利益を得るために連合した者。 

（ウ） 落札者が契約を結ぶこと、又は契約者が契約を履行すること

を妨げた者。 

（エ） 監督又は検査の実施に当たり、職員の職務の執行を妨げた者。 

（オ） 正当な理由がなくて契約を履行しなかった者。 

（カ） 前各号のいずれかに該当する事実があった後２年を経過し

ない者を契約の履行に当たり、代理人、支配人その他の使用

人として使用した者。 



（２） 資格審査申請書及びその添付書類に虚偽の事実を記載していないと認められ

る者 

（３） 経営の状況又は信用度が極度に悪化していないと認められる者。 

（４） 資格審査結果通知書（全省庁統一資格）において「役務の提供等」において、

「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」又は「Ｄ」等級で「関東甲信越地域」の競争参加資格の

認定を受けていること。 

（５） 会社更生法に基づき公正手続開始の申し立てがなされている者又は民事再生

法に基づき再生手続開始の申立てがなされている者 

（６） 関東地区に本店又は支店を有する者 

（７） 国立研究開発法人国立がん研究センター契約事務取扱細則第５条第４項に基

づき、国立研究開発法人国立がん研究センター理事長が定める資格を有する

者 

 

３． 入札書の提出場所等 

  （１）〒２７７－８５７７  

千葉県柏市柏の葉６－５－１ 

国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 

統括事務部 財務経理部 柏キャンパス財務経理課 管財係 

電話  ０４－７１３３－１１１１  

ＦＡＸ ０４－７１３１－３２２８ 

  （２）入札説明書の交付期間 

     令和７年６月２７日（水）～７月１８日（金） 

     上記（１）の場所 

  （３）競争参加資格確認関係書類の提出期限及び場所 

     令和７年７月１８日（水） 

     上記（１）の場所 

  （４）入札書の提出期限及び場所 

     令和７年８月６日（水）１２時００分まで 

     上記（１）の場所 当日は下記（５）の場所 

      

  （５）開札の日時及び場所 

     令和７年８月７日（木）１１時３０分 

     千葉県柏市柏の葉６－５－１ 

国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 

本館棟３階 第２会議室 

 

４． その他 

（１）契約手続きに使用する言語及び通貨 

     日本語及び日本国通貨 

（２）入札者に要求される事項 



    この一般競争入札に参加を希望する者は、競争参加資格を有することを証

明する書類を期日までに提出しなければならない。入札者は国立研究開発

法人国立がん研究センター理事長等から当該書類に関し説明を求められた

場合には、これに応じなければならない。  

(３）入札の無効 

本入札説明書に示した競争参加資格のない者、入札条件に違反した者又は入

札者に求められる業務を履行しなかった者の提出した入札書は無効とする。 

 

（４） 契約書作成の要否 

 要  

（５） 交渉権者及び契約価格の決定 

契約する事項に関する仕様書等に基づいて作成された予定価格の制限の範囲

内の価格をもって入札を行った者を交渉権者とし、交渉権者が複数の場合は、

申込みをした価格に基づく交渉順位を付するものとする。ただし、第一順位

の交渉権者（以下「第一交渉権者」という。）の申込みの価格が契約の内容に

適合した履行がなされないおそれがあると認められるとき、又はその者と契

約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがある場合に

おいては、次順位の交渉権者をその契約の第一交渉権者とする。 

契約の第一交渉権者が決定したときは、直ちにその者と交渉し、契約価格が

決定した場合は、その者を契約の相手方とする。ただし、交渉が不調となり、

又は交渉開始から１０日以内に契約締結に至らなかった場合は、経理責任者

は交渉順位に従い、他の交渉権者と交渉を行う。 

 

（６） その他 

 詳細は入札説明書による。 

 

 


